
 

 

 

背景 

都市計画マスタープランとは、「市町村が、その創意工夫の下に住民の意見を反映し、まち

づくりの具体性ある将来ビジョンを確立し、地区別のあるべき市街地像を示すとともに、地

域別の整備課題に応じた整備方針、地域の都市生活、経済活動等を支える諸施設の計画等を

きめ細かくかつ総合的に定め、市町村自らが定める都市計画の方針」であり、都市計画区域

を有する市町村ではその策定が責務となっています。 

さらに、市町村の行政運営の計画体系の中で、都市計画マスタープランは、総合計画（基

本構想・基本計画）に即し、その内容を踏まえて都市計画の分野の行政運営の基本方針を示

したものと位置づけられ、福祉、環境、農業、その地の分野の計画と十分連携を図ったもの

とする必要があります。 
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都市マスタープラン策定 
３つの視点

民間の経営手法
を取り入れた効
果的・効率的な
計画づくり 

快適で安全な
潤いある地域
をつくる根幹
となる計画づ
くり 

視点１ 

視点３視点２ 

都市マスタープランの位置づけ 

市街化区域及び市街化調整区域

の整備、開発及び保全の方針
 

 

国・都道府県計画

 

個別都市計画 

・地域地区 

・都市施設 

・市街地開発事業 

・地区計画    etc 

分野別計画 

・景観計画 

・緑の基本計画 

・住宅マスタープラン

・環境基本計画 

・地域防災計画  etc 
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ステップ 

本計画策定は、原則としておよそ２年をかけ、「参画型の計画づくり」を基本に、住民・職員

の積極的参画のもとに総合計画案としてとりまとめていきます。計画策定の基本的なステップ

とその内容は以下のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■基礎調査と分析の実施 

○基礎データ、資料の収集・分析 

○住民アンケート調査の実施 

○トップヒアリング、各課ヒアリングの実施 

○住民座談会（分野別・地区別まちづくり座談会）の実施支援

○都市の問題点及び課題の整理 

■基本構想検討原案の策定 

○都市づくり理念の設定 

○都市計画マスタープランの基本方針の設定 

○目標年次と基本目標の設定 

○将来フレームの設定 

○将来の市街地整備の設定 

○基本構想の立案 

○住民会議（ワークショップ）の実施支援 

■地区別基本計画検討原案の策定 

○地区別基本計画の策定 

○都市施設整備基本計画の策定 

■計画実現のための各種手法の検討 

○基本構想、地区別基本計画を実現するため、法制度の規制、

各種事業、住民参加推進のための支援・援助対策等を導入し

ていくための検討 

■計画全体の補修正作業の実施と計画図書の作成支援 

○都市マスタープラン案に関するパブリックコメント（インタ

ーネット等を活用した住民意見の聴取）の実施支援 

○都市マスタープラン案全体の補修正作業の実施 

○計画図書の作製支援 

ステップ４ 

ステップ３ 

ステップ５ 

都市計画マスタープランの作成 

ステップ２ 

ステップ１ 
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